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研究成果の概要（和文）：　本研究では、妊娠中の母体の血糖状態が低出生体重児出産を予測する指標となりうるか、
前向きに検討するとともに、近年顕著に減少傾向にある母体BMIとの組み合わせが、低出生体重児出産に与える影響に
ついて検討した。その結果、糖尿病のない健常妊婦を対象とした本研究において、妊娠中期における正常低めの糖負荷
後血糖値と母体の低いBMIは、低出生体重児出産リスクの増加と強い関連を認めた。
　妊娠時高血糖のリスクは既に確立されているが、妊娠中の母体の低い血糖状態も児の発育に影響を及ぼす可能性が考
えられ、児の健全な発育を確保するための妊婦の正常血糖範囲について、その下限も含めて今後検討する必要性が示唆
された。

研究成果の概要（英文）：　Birth weight is known to affect not only perinatal health or subsequent 
growth/development but also morbidity in later life. Especially low birth weight (LBW) is now recognized 
as an established risk for future metabolic abnormalities, including obesity and diabetes. Although it is 
well known that hyperglycemia is an important risk factor for macrosomia, whether maternal glucose levels 
are associated with incident neonatal LBW is unknown. We therefore examined the associations between 
maternal glycemia within normal glucose tolerance and the risk of LBW infants in Japanese mothers. In 
addition, we examined the relative contributions of maternal glycemia and BMI to LBW.
　In this study, a low 1-h postload glucose level but within normal range and low maternal BMI alone, as 
well as in combination, were independently associated with an increased risk of incident LBW independent 
of other known risk factors. Their combination had a greater impact than either value alone.

研究分野： 妊産婦の栄養と母児の健康
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１．研究開始当初の背景 
わが国では、男性のすべての年代で戦後一

貫して肥満の増加が見られ、特に内臓脂肪蓄
積とそれに伴うメタボリックシンドローム
が大きな健康問題となっている。しかしその
一方、女性では逆にやせ傾向が顕著で、たと
えば 20 歳代では 1947 年以降平均 BMI は減
少しつづけている。若年女性が「やせたい」
という願望を持っていることは、世界中でみ
られる現象だが、実際に「やせ」の女性が増
加し、これほど顕著に若年女性の平均 BMI
が低下しているのは、わが国特有の現象であ
る。 
若年女性層の「やせ」は、骨密度の低下や

死亡率の上昇、摂食障害など本人の身体的・
精神的健康のみならず、出産数低下、低出生
体重児出産率の上昇などを通じて、次世代の
国民健康にも悪影響を与えうる。わが国の低
出生体重児出生率は、女性の「やせ」増加と
並行して年々増加しており、2005 年以降は
9.5%以上で推移し、先進諸国の中でも極めて
高い。近年、英国をはじめとする欧州を中心
とした疫学研究から、低出生体重児は、将来
的に糖尿病や高血圧などの生活習慣病の発
症リスクが高まることが明らかにされ、妊娠
前の母体のやせ過ぎおよび妊娠中の体重増
加抑制行動は、次世代の健康に悪影響を及ぼ
すリスクが懸念される。低出生体重児は、周
産期管理が難しいことに加え、前述のとおり
将来、肥満や糖尿病といった生活習慣病に罹
患するリスクが高いことから、その予防は、
将来の生活習慣病発症予防の観点から重要
と考えられる。 
低出生体重児は、実に多彩な背景因子の関

与が考えられており、特に近年、若年女性の
やせ傾向が顕著であるわが国においては、や
せた状態での妊娠も低出生体重児出産の重
要なリスク因子として注目されている。多胎
児の増加や早産との関連もあると考えられ
るものの、日本においては単胎かつ正期産の
低出生体重児に限っても、増加傾向にあるこ
とから、多胎・早産ではない健常女性におい
て、母体の体型を含めた、より複合的な要因
を探りあてる必要がある。またこれまで、妊
娠中の母体の血糖コントロールは，胎児の発
育に影響を与えることが知られており、糖代
謝異常妊娠では，児の発育が大きくなること
から、妊娠中の母体高血糖は巨大児出産の重
要なリスク因子であることが報告されてき
た。しかし、妊娠中の母体の血糖状態と低出
生体重児出産との関連は明らかではない。 
 
２．研究の目的 
本研究では健常妊婦を対象に、妊娠中の母

体の血糖状態が、低出生体重児出産を予測す
る指標となりうるか、前向きに検討するとと
もに、近年顕著に減少傾向にある母体 BMI
との組み合わせが、低出生体重児出産および
児の出生体重に与える影響について検討し
た。 

３．研究の方法 
妊娠 13 週までに初診した、正常血圧かつ糖
尿病の既往がない、単胎正期産児を出産した
健常女性 605 名(初診時年齢 33.4±3.8 歳、
初診時 BMI19.8±2.1)を対象とした。なお、
児の体重に影響を及ぼす因子として知られ
ている、妊娠糖尿病および妊娠高血圧症候群
発症妊婦については、対象から除いた。初診
時(妊娠週数 7.9±2.0 週)に身長、体重を測
定するとともに、質問紙により年齢、出産歴、
糖尿病歴を収集した。 
 すべての妊婦において、①初診時および
妊娠中期（妊娠週数 27.9±1.2 週）の空腹時
（8 時間以上の空腹状態）血糖測定と、②妊
娠中期(上記①と同一日)に産婦人科診療ガ
イ ド ラ イ ン の 推 奨 す る 50g glucose 
challenge test (GCT)を実施し、GCT 実施日
に身長、体重の測定を行った。出生体重 2500g
未満の児を低出生体重児とし、血糖状態（初
診時および妊娠中期の空腹時血糖値と妊娠
中期糖負荷後血糖 1時間値）と低出生体重児
出産との関係と、母体の血糖状態と BMI とを
組み合わせた場合における低出生体重児出
産リスクについて、ロジスティック回帰分析
により検討した。単胎正期産児を出産した健
常女性 557 名を最終解析対象とした（Figure 
1）。 

 
Figure1 研究参加者のフローチャート 
 
４．研究成果 
 対象のうち、22 名が低出生体重児を出産し
た。対象の特性を Table 1 に示す。 
 



(1)母体血糖値および BMI と低出生体重児出
産との関連 
 ロジスティック回帰分析の結果、在胎週数、
児の性別および母体の身体的特徴（初診時
BMI、出産経歴）、母体年齢とは独立して、妊
娠中期における GCT 糖負荷後血糖 1 時間値
10mg/dl 上昇毎のオッズ比が 0.77(CI; 
0.64-0.96)と有意な関連を認めた。さらに、
GCT 糖負荷後血糖 1 時間値が第 1 四分位群 
(≤108mg/dl) であった妊婦は、第 2四分位群
以 上 (>108mg/dl) と 比 較 し オ ッ ズ 比
3.66(1.49-8.99)と低出生体重児出産リスク
が約 3.7 倍有意に増大した（Table 2）。 

また、母体の低い BMI は低出生体重児出産
のリスク因子であることが先行研究より報
告されていることから、母体の BMI と低出生
体重児出産との関連を検討した結果、GCT 時
BMI が 22.8 未満の場合、それ以上の者に比し
オッズ比 3.68(1.03-13.21)と低出生体重児
出現リスクが約3.7倍有意に増大した（Table 
3）。 

(2)母体血糖値および BMI が児の出生体重に
及ぼす影響 
母体血糖値およびBMIが児の出生体重に及

ぼす影響を検討した結果、GCT 糖負荷後血糖
1 時間値が第 1 四分位群  (≤108mg/dl) であ
った妊婦は、第 2 四分位群以上(>108mg/dl)
と比較し、出生体重で表すと 63g 減少、同様
に GCT 時 BMI が 22.8 未満の場合、それ以上
の者に比し 122g 減少した（Table 4）。 
 

(3)母体血糖値と母体 BMI との組み合わせが 
低出生体重児出産リスクおよび児の出生体
重に及ぼす影響 

さらに、GCT 糖負荷後血糖 1 時間値と母体
のBMIとの組み合わせが低出生体重児出産に
及ぼす影響を検討した結果、GCT 糖負荷後血
糖1時間値が108mg以下でGCT時 BMIが 22.8
未満の妊婦では、GCT 糖負荷後血糖 1 時間値
が 108mg を超え GCT 時 BMI が 22.8 以上の者
と比べてオッズ比5.68(2.29-14.08)と約 5.7
倍低出生体重児出産リスクが上昇した。児の
平均出生体重で表すと 78g 減少し、GCT 糖負
荷後血糖 1時間値と母体 BMIの組み合わせは、
低出生体重児出産に相加的なリスク因子で
あることが示唆された（Table 5）。 

 
以上の結果から、糖尿病のない、健常妊婦
を対象とした本研究において、GCT 糖負荷後
血糖 1時間値が 108mg 以下の妊婦では、低出
生体重児出産リスクが上昇したことから、妊
婦にとって GCT 糖負荷後血糖 1 時間値が
108mg/dl 付近は正常値ではなく、低値である
可能性が示唆された。妊娠時高血糖のリスク
は既に確立されているが、同時に GCT 糖負荷
後血糖 1 時間値が 108mg/dl を下回る低めの
血糖状態も、児の健全な発育に影響を及ぼす
可能性が考えられ、母体の糖負荷後血糖に下
限を設ける必要性が示唆された。また、母体
の低いBMIは低出生体重児出産と強い関連を
認め、先行研究を支持する結果となったこと
から、この 2つの指標は低出生体重児出産を
予測する有用な指標であることが考えられ
た。本研究において、母体の低い BMI に加え
て妊娠中の母体の低い血糖状態も児の発育
に影響を及ぼす可能性が考えられたことか
ら、児の健全な発育を確保するための妊婦の
正常血糖範囲の下限について検討していく



ことは、今後の重要課題と考えられた。   
妊婦における血糖の変動は、胎児に安定的

に栄養を供給し、胎児発育を容易にするため
の合目的変化である。妊娠前からのやせおよ
び栄養摂取不足は、妊娠中の適正な血糖値の
維持に影響を与え、母児の健康障害に関連す
る可能性が考えられることから、適切な栄養
摂取の在り方や健康的な体型の教育につい
て、今後集学的な健康教育アプローチや啓発
活動が急務と考えられる。 
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